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ツツバ語の指示代名詞

内藤 真帆

0. は じめ に

 南太平洋に位置す るヴ ァヌアツ共和国は、83の 島々か ら構成 される島嶼国である。

このひ とつ、ッツバ島で話されるッッバ語 には、15の 指示代名詞が存在 している。 こ

のうちの12は 「ここ/そ こ/あ そこ」・「これ小それ/あ れ」・「この/そ の/あ の」のような

話 し手か らの距離を基準 とする場所や物、指定の指示代名詞である。そ して残 りは 「上

り側/下 り側/横 側」のような方向を表す指示代名詞である。

 本論文 の目的は、ツッバ語の指示詞の体系を示す こと、そしてオセアニア祖語や同 じ

系統の言語 との比較 を通 して、方向を表す指示詞の基準を明らかにす ること、このふた

つである。

ツツバ語 の指示代名詞は意味的、形態的な観点か ら次の4つ に分類 される。

(1)日 本語の 「この/そ の/あ の」にあたる指定の指T代 名詞

(2)日 本語 の 「これ/そ れ/あ れ」にあたる物 を表す指示代名詞

(3)日 本語の 「ここ/そ こ/あそ こ、この辺り/その辺 り/あそこの辺 り」にあたる場所

  を表す指示代名詞(具 体的指示 と抽象的指示)

(4)日 本語の 「上側/下 側/横 側」にあたる方向を表す指示代名詞

本論文ではまず指示代名詞のうち、指定、物、場所 を表す指示代名詞の基準 と機能に

ついて、具体例を提示 しながら説明する。続いて方向を表す指示代名詞について、これ

と相関関係 にある移動動詞 とオセアニア祖語を用いて考察 を行 う。

1. 指 定の 指示代 名詞

 指定の指示代名詞 とは、名詞句の主要部に後続 し、主要部を修飾す る代名詞 のことを

言 う。 この指示代名詞には日本語 の 「この/そ の/あ の」にあたる話 し手か らの距離 を

基準 した指示機能のほか、前方照応(文 脈指示)の 機能がある。指示であるか前方照応
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であるかは、文脈または指示のジェスチャーにより判断される。

 以 下 は指 定 の指示代 名詞 を表 に した もの である。近 称nende「 こ の」 には3つ の異

形態nen, ne, nが あ り、遠 称 正eng「 あ の1に は2つ の異形 態le,1が あ るが、 これ らの

交替 規則 につ いて は良 く分 か って いな い。

表1指 定の指示代名詞

近称(こ の)

中称(そ の)

遠称(あ の)

nende nen ne n 

 nei 

leng le  1

 一音節か ら成る指示代名詞neやleが 名詞句主要部 に後置されるとき、この指示代名

詞のス トレスは失われ、代わ りに主要部である名詞のス トレスの位置が一音節分後退す

る。ツツバ語 は語末か ら数えて二音節目にス トレスが置かれる言語であるため、このス

トレスの消失 と後退によ り、音韻的には名詞と指示形容詞が一語であるかのようにな

る。なお場所や物を表す指示代名詞は最低二音節か ら成 り、ス トレスが失われることは

ない。

 指定の指示代名詞が名詞句の主要部に後続し、主要部 を修飾することは先に述べたと

お りだが、厳密には拘束名詞を修飾することはできない。拘束名詞は 「父、母」といっ

た親族名称や 「頭、腕」 といった身体部位のように、所有者との緊密度が高い語である

ことが多く、これらは常 に所有者を表す接尾辞に付加 される(1)。 指定の指示代名詞は

拘束名詞の後 ろに現れ、主要部 を直接修飾できないだけでなく(2),(3)、 拘束名詞に

付加した接尾辞の後ろに現れることもできない(4)。

(1) lima-ku

腕.1SG.POSS

「私 の 腕」

(2)  *lima nen-ku

腕  DX-1SG.POSS

(3) *lima nen

腕 DX

(4)  *lima-ku nen

腕-1SG .POSS DX

それでは以下に指定の指示代名詞の例を示す。
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1.1.近 称

 nende/ nen/ ne/ n 

• nende

「こ の 」

(5) Barnabas mo=vorana ureure nende

B    3SG.R=生 まれる PP  島   DX

「バナバスは この島で生まれた」

●nen

 vendeの 異 形 態nenに は 、(6)の よ うに上のvendeと 同 じく名詞 句の 主要 部 を修 飾

する慟きがあるが、それ以外にも関係節を導く働き、補文標識としての働 きがある。以

下にそれぞれの説明をする。

(6) mo=mboi  ino nen

3SG.R=好 き 物  DX

「彼はこれが好 きなのですJ

関係節 を導 くnen

たとえば英語では関係代名詞に主格、所有格、目的格 といった格が関係 し、ドイツ語

ではさらに性が関係 して くる。また人を先行詞に取るか、事物を先行詞 に取るか といっ

た先行詞の種類 も関係する。ツツバ語では、関係節を導きうるのは先行詞や格 に関わ ら

ず、指示代 名詞nenだ けであり、 これの異形態nendeやneは 関係節を導 くことが出

来ない。以下に先行詞が関係節の主語(7),(8)と 補語(9)、 付加語(10)で ある例 を

示す。

先行詞が関係節の主語(`who,)

(7) nao nno=r ka=rtireti tel tamoloi nen ae

1SG ISG.R=感 じ る1SG.IR=話 す PP  人   DX 未 来

a=va        vila

3SG.IR=行 く  V

「ヴ ィ ラに行 くこの人 と話 をさせて くだ さいJ

(8) men ululndunna-n tanume-i nen mo=lsu tamoloi

DX 話一LINK    悪魔一REF DX 3SG.R=殺 す 人

「これは人を殺す悪魔のお話です」
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先行詞が関係節の補語('whom')

(9) Nna ma=ndaysai bitinoi nen nno=sola

3SG 3SG.R=知 る 赤ん坊  DX ISG,R篇 抱 く

「私が抱いている赤ん坊の ことを彼はすでに知っている」

 次の例のように関係節の付加語が先行詞であるとき、付加語が置かれていた位置に

は、場所 を表す前方照応 のaiaが 痕跡として残される。

先行詞が関係節の付加語(where)

(10) ima-i mel nen  nno=lo=enoaia
.家一REF DX DX ISG.RニPROG=横 になるANA

「私が寝泊 りしているのはあの家です」

 関係代名詞 として機能するnenは 省略可能であり、省略されると主節と関係節が並

置される(11),(12)。 ツツバ語では接続詞 も省略可能であ り(13)、 接続詞の省略と関

係代名詞の省略は、プロソディーにより区別される。関係代名詞が省略されている文で

は、先行詞である語の語末にかけてプロソディーがわずか に上昇するのに対 して(11),

(12)、 接続詞が省略されている文では、並置された二節の うち、先行す る節のプロソ

ディーが節の終わ りにかけて下降す るという違いがあるからである(13)。

―

(11)[nno=ndavsai tamoloi]主 [ma=saca na

1SG.R=知 る    人     3SG.R=働 く PP

「私 は学校で働いている人を知っています」

(12)sakele―i nei]主 [o=lo=ate    aia

  椅 子 一REF DX 2SG.R=PROG=座 る ANA

 『あ なた が座 って いるそ の椅 子 は壊 れて いますJ

sikul]

学校

ma=kame-a]関

3SG.R=壊 す 一ITR

(13)…mo=lsu ra一�ol [ma=va

 3SG.R=殺 す PL一 物 3SG.R=行 く

 [ro=ndanga]節2

 3PL.R=臭 う

ma=mburai=ra]節1

3SG.R=捨 て る=3PL.OBJ

 「彼はそれ らを殺 し、捨てに行った。そ してそれ らは腐 った」

*r彼 らはそれを殺し、腐ったそれらを捨てに行った(関 係代名詞の省略として解釈した場合)」

指示代名詞nenに は関係代名詞としてだけでなく、補文標識 としての働 きもある。
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(14)nno=ng    ka=ndavsai  nen  ko=1e     bahe-i

 lSG.R=望 む 1SGJR=知 るDX 2PL.R=取 る 鮫 一REF

 ko=1         sa匤?

 2PL.R=取 る ど の よ うに

 「私 は どのよ うに して あな た達が この鮫 を仕 留め たのか知 りた い」

 ま た次 の例 文(15),(16),(17)の よ うに、場所や 時 間 を表 す 名詞 の前 に現 れ、 前

置 詞 と して 働 くことが ある。

(15)sumbe-i me=reti  nna  me=r   tamoloi

 首 長 一REF 3SG.R=話 す 3SG 3SG.R=言 う  人

 a=ria=sa         Olotu    nen  nanov

 3SG.IR=義 務ﾘ行 く サ ン ト島 DX 昨 日

 「首 長 は彼 に昨 日サ ン ト島 へ行 くべきだ った と言 った」

(16)nen na lo-n  ima-i  ma=aivalu varea ma=marfri

 DX ART中 ―LINK家 ―REF 3SG.R=暑 い 外 3SG―R・=冷 た い

 「家 の 中は暑 いが 外 は涼 しい」

(17)ka=ria=va     na   USP  nen  Olotu

 lSG―IR=義 務e行 く PP  USP DX サ ン ト島

 厂私 はサ ン ト島 のUSP(大 学)に 行 かねばな らな い丿

 以上、nenの 働きについて見てきたが、続いて異形態neとnの 例を示す。これらの

語には上のnenで 見た関係節を導く、補語標識 になる、前置詞 として働 くなどの機能

はない。

●ne

(18)sun ne me=te   no-ku

 帽 子 DX 3SG.R=NEG CLASS-1SG―POSS

 「こ の帽子 は私 の もので はな い」

●n

 (19)nna me=ve ima n

3SG 3SG.R=作 る 家 DX

「彼 が この家 を建 て た」
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12。 中 称nei「 そ の 」

 中称のneiは 、修飾の対象物が話 し手よ りも聞き手の近 くにあるとき/居 るときに用

いられる。

(20)o=lo=rongo!        tamoloi  nei  tamol  siati

  2SGRニ"・ 感 じる 人  DX人 悪 い

 「気 をつ け なさい!そ の男 の人 は悪 い人 よ」

(21)bula-ku         vir  nei

 CLASS-1SG.POSS犬DX

 「私 が 飼 っ ている のは あなたの近 くに居 るそ の犬 で す」

1.3.遠 称leng/le/1「 あ の 』

 遠称のleng、 異形態leとiは 、修飾の対象物が話 し手 と聞き手の両方か ら遠いとこ

う にある と き/居 るとき に用 い られ る。

・leng

(22}tamoloi leng  no-man         sumbe

   人DX CLASS-IPL.INC.POSS首 長

  「あの人はわれわれの酋長だ。」

●le

(23)nno=an   noannan-nde bimbimbi le

 lSG.R=食 べ る 食 べ物―REF   包 み  DX

 「私 は あの包み の 中身 を食 べた。」

●1

 (24)nna  me=ve      ima  1

   3SG  3SG.R=作 る 家 DX

 「彼 は あの家 を建 てた 」

指 定 の指 示 代 名詞leng/le/1「 あ の」がS10「 年 」 を修 飾す る とき 、名詞句sio leng

は 「あの年3で はな く 「来年」の意味になる。これは話 し手 と聞き手の両方か ら距離

があることを意味するlengが 時間にまで拡張された例である。指定の指示代名詞には
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(26)に 示 すよ う に前方 照応 の機能 も あるが 、この名詞句sio. lengは 慣 用 句化 してお り、

聞き手が 前方 照応 と混 同す る ことはな い1。

(25)ve-trii-ku       etea lo=to     Vila ae   a=ma

  女 性一兄弟一1SG.POSS l  PROG=い る  V 未 来 3SG.IR=来 る

  tel-ei=ao      na  sio  leng

  pp=1SG―OBJ PP年 DX

 「ヴ ィ ラにす む私 の妹 は、来 年私 に会 いに来て くれる 」

前方 照応

(26)tamme leng lo=to    aima isa-na    ise?

  悪 魔   DX PROG=い る 家 に 名 前一3SG―POSS 誰

「家 にいるその悪庭の名前はなあに?」

2.物 を表す指示代名詞

 先 に 見た指 定 の指 示 形容 詞nende「 この」,nei「 そ の」,leng「 あ の」 に接頭 辞me一

が 付加 す る と、物 を表 す指 示代 名詞me―vende「 これ 」,me-nei「 そ れ 」,me-leng「 あ

れ 」が派 生 され る。 この指 示代 名詞 は単独 で文 の主語 または補語 にな りうる。

 以 下 にそ の指 示代 名 詞 を示す。話 し手 に近 いme―nende「 これ 」 と話 し手 と聞 き手 の

両 方か ら遠 いme―leng「 あ れ」 にはそれぞれ複数 の異形 態が存在 す るが 、聞 き手 に近 い

me-nei「 そ れ」 に は異形 態が 存在 しな い。

表2.物 を表す指示代名詞

近称(こ れ)

申称(そ れ)

遠称(あ れ)

me-nende me-n

me-nei

me-leng me-le me―1

以下 にそれぞれの例を示す。

 1「昨 年」を表す句 には指 示代名 詞が用 い られず、話 し手か ら横方 向に遠 ざかる ことを表す移 動動 詞vano/va
「横切 る 、行 くJが 用 い られ る。 この移 動 動詞 につ いて は4.1ユ で 扱 う。

nno=ma  tutuba na sio ma=va

lSG―R=来 る ツ ツバ  PP 年 3SG.R=行 く

「私 は去 年 もツ ッバ 島 に来 ま したよ 」



8 ツツバ語の指示代名詞

2.1.近 称 me-nende/me一n「 こ れ 」

・me-nende

(27)me-nende  mo=tuai

  DX   3SG.R=古 い

  「これ は古 い」

・me-n

(28)me-n  me=te      no-ku          sun

  DX 3SG,R=NEG CLASS-1SG.POSS 帽 子

 「これ は私 の帽子 で はな い」

(29)ma=tarao   me-n!

3SG.R=熱 望する DX

「彼は これを待っていたんだよ!」

2.2.中 称me-nei「 そ れ 」

●me―nei

(30)me-nei boi ila

  DX   豚 野 生 の

 「(あな た の近 くに居 る)そ れは野生 の豚で す」

(31)me-nei mo=ndui

  DX  3SG.R=良 い

「そ れお い しい?」

2.3.遠 称me-leng/me-le/me-l rあ れ 』

●me-leng

(32)village no-nda         ma=lavoa   me=seu

  村   CLAsS-1PL―INC.POSS 3SG.R=大 き い 3SG.R=勝 る

me-leng

DX

「私 たち の村 は あれよ りも大 きい」
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・me-le

(33)o=malei   me-le

2SG=望 まない DX

「あれはもういいの?」

・me-1

(34)me=ndere, me-1 mo=ndui

3SG.R:違 う DX  3SG―R二 良 い

「いや 、 あれ は いい んだ よ」

3.場 所を表す指示代名詞

 場所 を表す指示代名詞にも、指示形容詞や物を表す指示詞のように、話 し手か らの

距離を基準 とする 「ここ、そこ、あそ こ」という3つ の区分がある。しかし日本語 の

「(今、私が立っている)こ こ」や 「(教会のある)あ そ こ」のように頭 に描 く具体的な

一地点を伝える場合と 「このあた り」や 「そのあた り」のように、話 し手が漠然 と一定

の範囲をさして場所を伝える場合 とが区別されるため、場所を表す指示代名詞には計6

つの区分が存在しているといえる。本論文では前者の指示代名詞を具体的、後者の指示

代名詞を抽象的とよぶ ことにする。具体的、抽象的 という意味の違 いは接頭辞で表され

ており、具体的な場所 を表す語には先に見た指定の指示代名詞 に、接頭辞ha一が、抽象

的な場所を表す語 には接頭辞ne一が付加する。ただし抽象的な遠称だけはこれにあては

まらない(3.3参 照)。

表3。 場所を表す指示代名詞

近称(こ こ) 具体的

抽象的

中称(そ こ) 具体的

抽象的

遠称(あ そこ) 具体的

        抽象的

ha-nende  ha-ne ha-n

ne-nende  ne-ne ne-n

ha-nei

ne-nei

ha-leng   ha-le ha-1

ne-na ne-natu

以下にそれぞれの例を示す。
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3ユ.近 称

具 体 的 近 称ha-nende, ha-ne, ha-n「 こ こ 」

・ha-nende

(35)nno=ma  ha-vende matan  ka=ret�    na leo-n

 lSG.R=来 る  DX  CONJN ISG.IR二 話 す ART言 葉 一LINK

 Mey tel-ei=o

 MPP-OBJ=2SG.OBJ

 ド私 は メイ の伝 言 を伝 えるた め、 ここにや って来 ま した 」

(36)Veoa  asao  ha-vende

  V  遠 い  DX

   「こ こか らヴ ェオ ア まで は遠 い」

・ha-ne

(37)nno  o=te=ndavusai     o=to       ha-ne

  2SG 2SG.R=NEG=出 来 る 2SG.R=居 る DX

   「あなたが ここに住む ことは出来ない」

・ha-n

(38)ro  storen me=ev    ha厂n

 CONJN話 3SG―R=終 わ るDX

 「お 話 は ここでお 終 い」

抽 象 的 近 称 ne-nende, ne-11e, ne-n「 こ こ 」

・ne-nende

(39)o=lo=to           ne-vende  vno=ase=o?

 2SG.R=PROG=居 る  DX  2SG=自 分 で=2SG.OBJ

 「あ な たは ここに1人 で住 んで るの?」

・ne-ne

 (40)e=ma    ne-ne!

2SG.IMP=来 るDX

「こ こにおいで 」
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・ne-n

(41)sai  ne-n

何  DX

「これ はな に?」(直 訳: 何がここにあ りますか?)

3.2.中 称

具体 的 中称 ha-nei「 そ こ」

(42)mango me=rei  lza-nei?

マ ンゴー 3SG.R=存 在 す る DX

「そ こに はマ ン ゴー があ りますか?」

抽 象的 中称 ne-ne蛛u そ こ」

(43)tanga-i    no-ku          ne-nei

鞄―REF czASs-1SG.POSS DX

「私 の鞄 はそ こに あ ります」

3.3.遠 称

 先に3.で 「場所を表す指示代名詞における具体的、抽象的という意味の連 いは接頭

辞で表され、具体的な場所を表す語は、指定の指示代名詞に接頭辞ha一 が付加 し、抽象

的な場所を表す語は師弟の指示代名詞 に接頭辞ne―が付加 して表される」 と述べたが、

抽象的遠称だけは これに当てはまらない。接頭辞ne一は遠称の語根lengに 付加せず、形

態素natuに 付加する。この形態素natoは 、次章で説明する方向を表す指示代名詞の

語根であることか ら、ne-natu/ne-naを 方向を表す指示代名詞に分類するのが妥 当であ

るとも考えられる。しか しなが ら、ne-natuは 、方向を表す指示代名詞 とは異な り、特

定の方向を示唆 しないという意味的な違いがあるため、方向ではな く、場所 を表す指示

代名詞に分類することにする。

抽象的遠称 ne-natu/ne-na「 あそこ」

・ne-natu

(44)ha-le

DX

「ほ ら 、

ne-natu

 DX

あ そ こ、 あの辺 り」
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・ne-na

(45)tamoloi l ne-na nna sumbe

人   DX DX 3SG  首長

「あそ こに居るあの人、彼 は首長だよ』

具体 的遠 称 ha―leng/ha-le/ha-1「 あ そ こ」

・ha-leng

(46)nno=vol     te    raisi  ha-leng

3SG.R=買 うART米 DX

「私 は あそ こで米 を買 った」

・ha-le

(47)boi  ila    lo=to     ha-le

豚 野生のPROG=居 るDX

「野生の豚ならあそ こに居るよJ

・ha-1

(48)h瘉�1!

DX

「(指をさ して)あ そ こさ!J

4.方 向を表 す指示 詞

 これまでに上で見て きたツツバ語の指定や物、場所を表す指示代名詞 「この/そ の/

あの、これ/そ れ/あ れ、ここ/そ こ/あそこ」の基準は、日本語 と同じく話 し手からの距

離であった。 ところがツツバ語には、話 し手からの距離 を基準としない指示代名詞が存

在する。それが方向を表す指示代名詞である。本章では、先行研究や再建されたオセア

ニア祖語 を基に、ツツバ語の方向を表す指示代名詞の基準を示す。なお本稿は指示代名

詞をテーマにしたものであるが、引用や比較に用いる先行研究が全て移動動詞を対象に

しているため、必要 に応 じて指示代名詞と相関関係にあるツツバ語 の移動動詞を用いて

考察 を行 う。
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4.1島 内の方 向表現

 ッツバ島には、島の南東 と北西を結ぶ一本の平坦な道が海岸線沿いに走っている。そ

して海岸か ら道を隔てて逆方向には、道 と平行に丘が広がっている。ツツバ語には、小

高い丘の方向をさす①tisav/tisanatu r上り側」、海の方向と道の一方向をさす②tisin/

tisinatu「下 り側、横側」、そして道 の他方向をさす③tivan/tivanatu/tivamba「 横側」

という4方 向 を表す3つ の指示代名詞が存在 している。次の図はそれぞれの方向を矢

印で表 した ものである。なお海 と道の一方向は同 じ語で表されるが、下 の図では便宜

上、海の方向 を②、道の方向を②'と している。

図1.ツ ツバ島内の方向表現

①

②

②

③

tisan/tisanatu 「」二り{則 」

tisin/tisinatu「 下 り側 」

同 上

tioan/tivana七U/tivamba r椥

 地図上ではtisan/tisanatu「 上 り側」が南東方向にあたるが、この言語では 「上 り側」

が南東の方向を意味す るというわけではない。これはツツバ語の 「上 り側」、「下 り側」

という表現が、 ヨー ロッパやアジア地域の言語で用いられる絶対的な方角、すなわち

「北」や 「南」などとは結びついていないためである。たとえばツツバ島の中腹には丘

が、四方には海が広がるため、丘か ら 「下 り側」と言うときは、話 し手の位置から360

度、すべての海岸方向が示唆される。逆 に海側か ら 「上 り側Jと 言った場合、話者が ど
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の地点にいるか により示唆される丘の方角 は東西南北、いずれにもな りうる。ただし

ovan厂 横側」だけは地形や話 し手の位置に関 らず、常 にツツバ島の一定方角、すなわ

ち南西(西)に あたる。以上をまとめると、土地の上下(高 低)を 基準 とする① 「上 り

側」と② 「下 り側」は特定 の方角と結びつかないが、③ 「横側」だけは南西の方角と結

びつ いている、といえる。

 ッッバ語では横方向②'と 海方向② に同じ語(tisin/tisanatu)が 用い られ るが、オ

セアニア祖語やヴァヌアツのAmbaeで 話 される言語(Hislop 2001)な ど同系統の近

隣諸語では、横方向と海方向が異なる語で表される。なぜツツバ語では一語が海 と横の

二方向を示すのか、その理由をオセアニア祖語とツツバ語の移動動詞 の比較、ツツバ語

の歴史か ら示す。

4.1.1移 動 動詞

 ツッバ語 の三つの指示代名詞 と移動動詞との間には意味的、形態的な関連が見 られ、

指示代名詞は移動動詞から派生 したものであると考えられる。以下にRoss(2004)が

再建したオセアニア祖語の移動動詞 とそれに由来するツッバ語の移動動詞、指示代名詞

を示す(Araki 2004)。

オセ アニ ア祖語 の移動動 詞

*sake「 上 方 向 に、丘 の上 の方 へ 、島 の(真 ん 中に)向 か って行 く」

*sipo「 下 方 向 に、海 のほ うに向か って丘 を下 る」

*pano r話 し手か ら離 れて い く、横 切 る、

(丘 に)上 る,(丘 を)下 る の どち らで もな い」

続 いて祖 語 に由来す る ツツバ語 の移動 動詞 と指示 代名 詞 を示 す 。

  POc   ツ ツ バ語 の移 動動詞     指 示 代 名詞

 *sake> sae/sa「 上 る」     tisan/tisasatu「 上 り側 」

 *sipo> sivo/si「 下 る      tisin/tisinatu「 下 り側」

 *pano> vano/va「 行 く、横切 る」 tioan/tivanatu/t咩amba「 横 」

 祖語 とツッバ語 の移動動詞 を比較する前に、ツツバ語の移動動詞 と方向を表す指示

代名詞 との相関関係について簡単 に説明する。

ツツバ語 の移 動動 詞sae, sivo, vanoに は いず れ も語頭 の 一音 節 か ら成 る異形態sa,
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S1, vaが あ る2。 前者 は補 語 を必要 と しな いが(49)、 後 者 は方 向 を表す 指示 代 名詞 や 、

目的地 を表 すalao「 海 岸 」やolotu rサ ン ト島」な どの普通 名詞や 固有 名詞 を必 要 とす

る。た だ し意 味的 に矛 盾 す る名詞 を補 語 に とる ことは でき な い。 た とえ ば3つ の移 動

動詞の うち 、sae「 上 る」の異形態saは 似 た意味の指 示代 名詞tisan/tisanatu「 上 り側」

やauta「 丘/畑 」 とは共起 で きるが(50)、 指 示 代名詞tisin/tisinatu「 下 り側 」や水平

方向 を表 すtivan/tivanatu/tivamba「 横 」、必然的 に低地 を意 味す るalan「 海 岸 」とは

共起す る ことがで きな い(51),(52)。

(49)ﾘ=sae

1SG.IR=上 る

「私 は上 る」

(50)ka=sa          osan

!SG.IR=上 る 上 り側

「私 は上 り側 に行 き ます 」

(51)*ka=sa         tisin

  lSG-IR=上 る 下 り側

(52)*ka=sa      tioan

 lSG.IR=上 る  横

4.1.2祖 語 との比 較

 図2は 、オセアニア祖語とツツバ語の移動動詞が示唆する方向を矢印で表 したもの

である。図では海 と丘の方向を実線、道を破線で表 し、こっの線が交わる位置に話 し手

が居ると仮定 してそ こか らの移動が どの移動動詞で表されるかを記 している。なお次

の図2の うち、オセアニア祖語の方はFran輟is(2004:17)のFigurelを 上下反転さ

せたものを引用 している。

2本 稿 では 煩雑 にな るの を防 ぐため 、今後特 に必要 がな い限 り異形態 を示 さず 、sae, SIVO, vanoを 用 い る。



16 ツツバ語の指示代名詞

図2.祖 語 とツツバ語の移動動詞

オセアニア祖語

*pano

「行 く」

*sipo f下 る」

*sake「 上 る」

 *pano

「行 く亅

ツツバ語

海(下)

 vano

f<~

SIVO「 下 る」

sae r上 る1

.

 S1V0

r -1 J

丘(上)

 祖語では上へ の移動 を表す*sake「 上る」に下への移動 を表す*sipo「 下 る」が対立

し、横の移動を表すのが*pano「 横切る」の一語であるのに対 し、ツツバ語では下の移

動だけでなく横の移動を表す語にも、*sipo「 下るJに 由来するsivo「 下 る」が用いら

れて いる。つまりツツバ語 のsivoで 表現 される移動の範囲は祖語の*sipoに 比べて広

く、横の移動 を表すvano(〈*pano)「 横切る」の示唆する範囲が祖語よ りも狭いとい

うことである。移動動詞 と相関関係にある、方向を表す指示代名詞が示す範囲も同様で

ある。なぜツツバ語では下 り側を意味するsivO「 下る」が海方向と横方向の二方向に用

いられるのか、考えうる理由を以下に示すD

 ツツバ島では宣教師が20世 紀の半ばに島にやってくるまで、人々は丘の上に住居 を

構えていた3。 宣教師は島の北東に位置する海岸沿 いの低地Veoa地 域 に滞在 して布教

活動 を行 い、島の人々は彼 らの到来 によ り丘を降 りて海岸沿いに居住するようになっ

た。丘か らVeoa地 域へは下 り方向であったため、人々はsivo「 下 る」を用いていたと

推測 される。

 宣教師の到来する前、ッッバ島でも海側、丘側といった土地 の傾斜が関係 しない移動、

つま り図3の 点線で示 した水平な横の移動は、再建 されたオセアニア祖語と同様、方

向に関わ らずvanoで あったと考 えられる。しかし海岸沿 いに移住 した人々にVeoa地

域の方向を表す語 としてsivoが 引き続き用いられた結果、この意味が拡張 されてVeoa

方向の横の移動を表す語 としても定着した。そしてVeoaと は逆の方向への移動には依

然vanoが 用いられたことか ら、結果 としてvanoとsivOが 横の移動において対をなす

 3資料が残されていないため、宣教師到来の年代など詳しいことは良く分からない。宣教師の到来した年
代、場所、人々の移動に関する本論文中の記述は数名の高齢者(70台 後半)の 話に基づいている。なお彼ら

の多くは敬虔なキリス ト教信者である。
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よ うにな った(図3)。

図3.sivoの 拡 張

vano

海

SIVO

vanoか らsivoへ 、 sivoの 拡 張

〈,_.-、_._― ∠._> v地 域

SIVO

丘

 以 上 の理 由 によ り、ツ ツバ語 ではsiVOが 二 方 向へ の移動 を表 し、本 来 オセ アニア祖語

の*panoの よ うにvanoが カ バ ーす べ き領 域にお いて もsivoが 用 い られ る よ うにな っ

た と考 え られ る 。 これ はsivo「 下 るJに 呼応する指 示代 名詞tisin/tisinatu f下 り側 」

が海 と横 の一方 向 を表 す理 由で もある。

4.2他 島 への移動

 オセアニア祖語の話者 は陸地に居るとき、土地 の高低を基準 として移動 の方向を伝

え、それは祖語 に由来するツツバ語でも同様であった。では祖語話者、ツツバ語話者は

島を離れて海を移動するとき、もし視界に島がなければどのようにして 自分たちの進行

方向を知 りえたのだろうか。

 Fran輟is(2004)は 、海 上で は太 陽の昇 り降 りを地理 的判断 の参照 物 とした とす る解

釈 もあ るが(Ozanne-Revierre 1997:90)、 圧 倒的 に多 くのオセ アニ ア の言語 は貿易 風

を参照 物 と して いただ ろ う、と述べ て いる。Frangois(2004=18)は 、 rあ る言 語 で、方

向 を表 す軸 が東で あった か らと言 って、即 ち これ を太 陽の動 き と結び つ け る必 然性 は ど

こに も無 い」 とす るPalmer(2002:117)の 説 に言及 した上で 、次 の よ うに述べ た 。

 かつてオセ アニア祖語が話されていた地域に、南東か ら貿易風が吹いていた こ

とを考えれば、私たちは北西 と南東を軸とするコンパスを予測できる。そして 「南

東方向」(向 かい風)を 表すのに陸内の上下軸の一つ*sake「 上 る」を用い、「北西
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方向」(追 い風)を 表すのに同 じく上下軸の*sipo「 下る」を用いた と考えられる4。

(略)そ して陸内の移動 と同じく、向かい風方向でも追い風方向でもない方向には、

島内で横の移動 を表 していた*panoを 用いたと推測 される。

 Fran輟is(2004=20)は 、 貿 易風 とオセ アニア祖 語 との 関係 を次 の よ うな図 で示 し

た。 なお これ は引用 したFrangois(2004:20)のFigure9に 執 筆 者が 「貿易風(南 東)J

とそ の方 向 を示す 矢 印 を加 えた もので ある。

図4オ セアニア祖語の移動動詞(海 上)

*sipo

*pano

*pano

*sake 貿易風

(南東)

 太陽、そ して貿易風という先行研究の二っの論を参考に、ツツバ語話者が他の島へ と

移動する際、何 を基準 としていたのかを、移動動詞とそれが示す方向か ら考 えてみる。

 今日、ツツバ語話者は、ツツバ島か ら副都心の置かれるサン ト島へ頻繁に移動してい

るが、他島へは滅多に移動 しない。そのため、以下に示す例文のうち、サン ト島(olotu)

を目的地 とす る一文は 自然発話文であるが、これを除 いた文はすべて調査者の用意 し

たビスラマ語 をツツバ語に訳 してもらった文である5。 またサ ント島を目的地 とする文

は、ツッバ島に居 るときと海上移動中の両状況で得られた文であるが、その他の島への

移動を表す文は、ッッバ島で発話 してもらったものである。

以下 に収集 した 「私は～に行く」という意味の文を示す。文頭のka=は 、動詞をホス

トとす る一 人称単数未然法の主語代名詞であり、動詞 に後続す る語は島の名前である。

 4Frangois(2004)は 祖 語 の風 の名称 を例 に自説の根拠 を示 して いるが 、本 謂文 には 直接関 わ りが無 いた

め、 説明 の箇 所 は省略 した。

 5現在に至るまで、ツッバ島から他島への移動を表す自然発話文の中で、方向の指示代名詞を含むものは
ひとっも得られていない。これには島が離れすぎていること、ひとつの方向に複数の島が線上に重なり抽象

的過ぎること、具体的に目的とする島が決まっているのに敢えてそれを伝えず指示代名詞を用いるのが不自

然であることなどの理由があると考えられる。
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(53)ka=sa

(54}ka=va

Olotu(Santo島)

Ma正akuta

Tanna

Omboe(Ambae島)

Maewo

Paama

Pentecost

Ambrym

Natamambo(Malo島)

V量ia(Efate島)6

(55)ka=si Banks

      Ep�

      Torres islands(群 島)

 これ らの例文 か ら、ツツバ島 か ら他 の島へ の移動 には、島内の移動 と同 じくsaeの 異

形態sa「 上 るJ、 vanoの 異 形態va「 行 く(横)」 、 siVOの 異 形態si「 下 るJの 三語 が用

い られ る こ とが 分か る。 またツッ バ島 か らサ ン ト島へ の移 動 の みsa「 上 る」 が用 い ら

れ、それ 以外 の島へ の移 動 にはvaかsiが 用 い られ る ことが分か る。 サ ン ト島 へ の移 動

を意 味す るsaの 考 察 は次 の章 で行 う ことに し、まずそ れ以外 の島 へ の移 動 に用 い られ

るvanoとsivOに つ いて考 える。

 地図上でvanoとsivoの 境界に線 を引 くと、図6の ようにツツバ島か ら南西 ―北東

の方向に線 を一本引くことができ、この線により二分割 された空間のうち塊界線か ら下

側への移動 はvano、 上側への移動はsivoが 用いられて いることが分かる。

 6往 々に して エ フ ァテ(Efate)島 は、 ポー トヴ ィ ラ(Port vila)と い う都 心 部 の 置か れ る地 名で 呼 ばれ

る こ とが あ る。



20 ツツバ語の指示代名詞

図5.ツ ヅバ島からの移動 に用いられる動銅

(塗りつぶ されているのがツツバ島)
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 図5は 海上移動の方角 とそれに呼応する移動動詞 を祖語とッツバ語で比較 した もの

である。ツツバ語では空間が図のように2分 割され、祖語の*panoが 示す南西、北東

の方向を表す語はな い。 この図か ら、確かに太陽の上る東方向への移動 をvano、 下 る

方への移動 をsivOと 解釈す ることは不可能とはいえないが、むしろこの二分割された

エリアを、偏西風 に対 してr向 かい風』となる南東方角の移動 にはvano「 上る」、偏西

風が 『追い風』となる北西方角の移動にはsivo r下る」が用いられると考えるのが自然

である。

図6.海 上移動で用いられ るオセアニア祖語とツツバ語の移動動詞

オセアニア祖語(先 の図5と 同じ) ツツバ語

 しか し偏西 風 を基準 と した海上(ッ ツバ語で は島 問)の 移 動 にお いて 、な ぜツ ツバ 語

で は祖 語の*sake.*sipoに 由来 す るsae厂 上 る」とsivo「 下 る」で はな く、島 内で横 の

移 動 を表すvanoとsivoが 用 い られ るのか とい う問 いが残 る。

 その理 宙はサ ント島 とツッバ島との関係に見出すことができる。ツッバ島か らサ ン

ト島への移動 にsae「 上る」が用いられるのは先に例文(53)で 示 したとお りである。

またサン ト島か らツッバ島への移動 にはsivO厂 下る」が用 いられる。なぜ ツツバ語で

はsaeが サ ン ト島への移動 にのみ用いられ るのか。 Ozanne-Rivierre(1997)は 、メラ

ネシアでは空間表現が土地の高低 という対に依拠 しているが、この対はさ らに拡張 さ

れ、社会的関係や精神的崇拝へも適用されると述べている。彼女はその例としてニュー

カ レドニアの言語 を挙げ、上方向への動きを表す語は、物理的な位置だけではな く自

分よりも地位 の高い人が居 る場所への移動も表すことを示 した(Hislop 2001)。 また

Donohue(1999)は 、イ ンドネシアのスラウェシ地域で話されるTukang Besiﾁで は

土地の高低に基づ いた方向を表す語が、社会的、政治的、文化的中心への移動 と、中心

か ら遠 ざかる移動 とを意味す ると述べている。
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 これ らの先行研究を基に考えると、副都心が置かれ、商店や病院、中 ・高等学校の存

在す るサ ン ト島への移動に移動動詞sae「 上る」が用いられるのは、ッッバ語話者がサ

ン ト島を社会、政治、文化、経済の中心である上位の存在 として位置づけているか らで

あると予測 され る。ただ し先の例文で見たように、首都の置かれるエファテ島への移動

にはsae r上 るJで はな くvano「 横切る」が用 いられ、 vanoは エファテ島以外の島へ

の移動にも用 いられることを考慮す ると、上位/下 位の概念だけが関係 しているとは考

えにくい。

 エファテ 島とサン ト島の大きな違 いとして、島の発展度ではエファテのほうが上で

あるが、サン ト島はツッバ島から距離が近 く、人々のサン ト島への移動はエファテ島へ

の移動 に比べて圧倒的に多い、という点が挙げられる。さらにサント島への移動に用い

られ るsae/saは 、ツッバ島の近隣の島への移動には用 いられない。 これ らを考慮する

と、サン ト島への移動を表す語には、発展度合いやツツバ島か らの近 さではなく、ッッ

バ語話者 にとって密接であるか どうか、すなわち緊密度が関係 していると予測できる。

つま り、サン ト島へ の移動 とその他の島への移動を表す動詞が異なるのは、上位/下 位

概念、緊密度の両方が反映されているからであると結論付けることができる。

5.結 論

 本稿ではツツバ語 の指示代名詞を、指定の指示代名詞、場所 を表す指示代名詞、物を

表す指示代名詞、方向を表す指示代名詞の4つ に分類 した。

 それぞれ の指示代名詞 の形態的特徴は次の表 に示す とお りである。方向を表す指示

代名詞 を語根 と考えると、指定、場所、物を表す指示代名詞 はいずれも語根 に接頭辞

ha一やne-、 ma-が 付加 された形で表 される。ただ し場所 を表す指示代 名詞の抽象的遠

称はこれに当てはまらない。また方向を表す指示代名詞だけは語根を同じとせず、形態

的に他 と明 らか に異なることか らこの表には含めていない。他と異なる理由としては、

方向を表す指示代名詞が移動動詞か ら派生 したか らであると考 えられる。
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表4。 指示代名詞の語根 に付加する形態素

語根

指定

場所 具体的

抽象的

物

近称

vende

φ

㎞

臉

me一

中称

nei

ﾘ一

ha-

ne-

me一

遠称

leng

ﾘ一

ha一

?ne-name-natu

  me一

 続 いて これ らの統語的な働きを示す。指示代名詞 を次の5つ の観点か ら分析 した も

のが表5で ある。この表からは、場所を表す指示代名詞 と方向を表す指示代名詞は、ほ

ぼ同 じ統語的働きをする ことが分かる。

(1)名 詞句主要部 を修飾できるか(前 方照応 も含む)

(2)名 詞句の主要部 とな ることができるか

(3)文 全体を修飾する副詞的働きをしうるか

(4)述 語になることがで きるか

(5)関 係節を導 くことができるか

表5。 指示代名詞の働き

定

所

 

向

指

場

物

方

名詞修飾

0

?一

名詞句主要部

0

副詞的

0

0

述語 関係節

△

注)△ … 近称のnenの み 関係節を導 くことが出来 る

?… 得 られた コーパスか らは この指示代名詞が名詞 を修飾す る例は見つかっていない

  が、 作例 して確認 していないため断定はできない

 最後 に方向を表す指示代名詞の基準 をまとめた表 を以下に示す。島内、サ ント島へ、

サン ト島以外の島への三っの方向表現や移動表現を見た結果 、ツツバ語では移動を表す

3語 の基準が、島内と島間(サ ント島、サ ント島他)で は異なる ことが分かった。島内

では地形に基づ く上下(高 低)を 基準 としており、方角を示唆しうるのは横の一方向を

表す語だけであった。一方、他島への移動では、サ ント島への移動 とそれ以外の島への

移動が区別され、サ ント島へは島間の社会的、経済的な力関係や緊密度が基準であるの
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に対 し、それ以外 の島へ は貿易風が基準とされていた。

 表6. 方向を表す指示代名詞の基準

tisan/

tisianatu

tisin/

tisinatu

tivan/

tivanatu

tivamba

島内

ツツバ島内

土地の高低

丘方向(高)

海方向(低)、

横(北 東)方 向

横(南 西)方 向

島外

サン ト島へ

上位/下 位、緊密度

 上位

緊密度高

サ ント島以外へ

貿易風

貿易風に対 し、追い風

  方向(北 西)

貿易風に対 し、向かい

 風方向(南 東)

略号一覧

1,2,3,

ANA

ART

CLASS

CONJN

DX

IMP

INC

IR

ITR

人称

前方照応(場 所)

冠詞

類別詞

接続詞

指示代名詞

命令法

包括形

未然法

自動詞化

LINK

NEG

・:

PL

POSS

PP

R

REF

PROG

SG

連結辞

否定接語

対格補語

複数

所有者代名詞

前置詞

既然法

前方照応

進行相

単数
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Summary

 Tutuba demonstratives

Maho NAITO

     This paper sets out to examine Tutuba language demonstratives based on 

my own fieldwork data. The Tutuba language is one of the vernaculars of the 

Republic of Vanuatu and is now supposedly spoken by less than 500 people.

     This study establishes the types of demonstratives that exist in the Tutuba 

language, and what the criteria are for the classification. I analyze the native 

informant data, and identify four types of demonstratives:

E determinative demonstratives, 

•independent demonstratives, 

0 distal and proximal demonstratives, and 

® directional demonstratives. 

I also show that each of them has different criterion for meaning, morphol-

ogy and syntax.


